
連携自治体ワーケーション促進事業体験プログラムシート 

 

名称 学びと体験で「地方」を知るワーケーション  

実施期間 ８月～11 月 

プログラム内容 

山形県高畠町では、令和４年度に東京大学の「フィールドスタディ型政策協

働プログラム」、東京外語大学「スタディーツアー」、西日本を含めた様々な大

学の学生が１週間の就業体験と地方移住を体験する「高畠町地域留学」など、

大学生が地方で行う『学び』をサポートした実績があります。 

 令和５年度も、実際に地方で過ごし、新たな視点で日常を見つめ直すことの

できるような「人」と「生業（なりわい）」との出会いが可能なプログラムを

行います。 

〈体験内容について〉 

 農業体験を通して、里山・農村文化を学ぶコースです。主に果樹園地での農

作業を体験しながら、そこで作業している農家さんと交流することで、実際の

農業生産の現場と、生産地からの農産物流を学ぶことを目的としています。 

   

参加に要する費用 コワーキングスペース利用料 ５００円／１人・１日あたりの料金 

主な対象企業 製造、卸売、小売、飲食サービス、IT産業関連事業者など 

企業に期待する

こと 

 当町では、これまでも都市部等の大学生を受け入れることで、学生へ地方で

の暮らしの機会を創出するだけではなく、当町住民が地方で暮らしながらで

は思い描くことのできないアイディアをいただくこと、その後も続いていく

「関係人口」となっていただくことを進めてきました。 

 当ワーケーションに参加される企業の皆様にも、滞在終了後も交流が続き、

互いの価値を高めあう関係性となることを期待しています。 

留意事項 

○農作業を行う際の保険（５００円／１人）をご案内させていただきます。 

○貸出用の長靴や用具がありますが、汚れてもよい服装をご持参ください。 

○滞在日数が３日を超える場合は、他プログラムとの併用も可能です。 

<併用可能なプログラム例> 

 ・地元住民が整備した山道を歩く「森林浴トレッキング」 

 ・「高畠町リーダー経営育成塾」の塾生や卒塾生との対談マッチング 

 ・高校生や大学生とのコラボレーション企画づくり 

 ・町内の歴史や産業の変遷を知るツアー＋石庭公園での石切り作業体験等 
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※写真：令和４年度における学生等受入れ時の様子 


